
      

 
 
 
 
 
 
 
 
「紫外線」 
紫外線について、原発などの放射線と違って、少なければ少ないほどよいというものではありません。

骨の生育に必要なビタミンＤを体の中で作る為には、一定量の紫外線にさらされることが必須です。ま

た子供達にとって・屋外での活動が多いことは望ましいことです。しかし、これからは、これまでと違

って、屋外での活動に際しては、紫外線曝露を減らす一定の配慮が求められているのです。 
重症の日焼けは避けること（海水浴や雪遊び、長時間のハイキングなどの時は衣服などで覆えない露出

部分に日焼け止めを塗る）5 月～8 月の 1 年で最も紫外線量の多い時期は、午前 11 時～午後 2 時までで

す。その時間の散歩や外遊びを減らす、帽子をかぶり（縁のある帽子は、顔に当たる紫外線量を 2 割カ

ットできる）、園庭に日陰を作るなどです。 
今井博之（小児科クリニック京都所長）ちいさいなかま 7 月号 2014 年より 

 

 

 ・・・・・お ね が い・・・・・ 

先月も高熱が続いたり、目やにがでる子が増えたり、下痢便の子達が増えたりと、体調悪い子が続いてい

ます。 

これからは、脱水症状に注意して欲しい時期に入ります。 

特に、病気後の登園は、体力もなく、食欲もないことが多いです。 

中でも熱がなくて「大丈夫です」とお預かりして、倒れてしまったお子さんがいます。 

くれぐれも、登園する時「体力はあるかな？」「機嫌はいいかな」と一日保育園で生活しても、大丈夫か

な？とお子さんを観察して下さい。 



 
※はみがきカレンダーで、毎日磨けたら色をぬってみましょう。 
歯みがきは、「嫌いにさせない」「興味をもたせる」「自分からやってみよう」「毎日磨こう」

というように、段階を踏まえて習慣づけていくことが大切です。 
 


